
(57)【要約】

【課題】電線がかしめられたアース端子を車体パネルに

固定した取付構造において、車両解体時などに電線を容

易に取り外せるようにする。

【解決手段】電線７は、アース端子３の電線かしめ爪３

８、３９によってかしめられ、アース端子３の熱圧着面

３２に熱圧着されている。アース端子３は、ボルト５お

よびナット６の締結力と、車体固定爪３５による係合力

とにより、車体パネル２に固定されている。アース端子

３は、かしめ力および熱圧着力が固定力より弱く設定さ

れている。これにより、アース端子３の熱圧着面３２と

直交する方向に電線７を引き剥がせば、ボルト５および

ナット６を取り除くことなく電線７を車体パネル２から

容易に取り外せる。アース端子３に破断溝を形成する必

要がないため、通電時に電気抵抗値が上昇しない。電線

７の取り外し力を低く設定する場合でも、製造上ばらつ

きの要素が入りにくく、量産品にも容易に適用できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固 定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら
れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 線 状 体 は 、 前 記 接 続 端 子 に 所 定 の 熱 圧 着 力 で 熱 圧 着 さ れ 、
　 前 記 接 続 端 子 は 、 前 記 熱 圧 着 力 が 前 記 固 定 力 よ り 弱 い こ と を 特 徴 と す る 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固 定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら
れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 線 状 体 は 、 前 記 接 続 端 子 に 所 定 の か し め 力 で か し め ら れ 、
　 前 記 接 続 端 子 は 、 前 記 か し め 力 が 前 記 固 定 力 よ り 弱 い こ と を 特 徴 と す る 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固 定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら
れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 線 状 体 は 、 前 記 接 続 端 子 に 、 所 定 の 熱 圧 着 力 で 熱 圧 着 さ れ る と と も に 、 所 定 の か し
め 力 で か し め ら れ 、
　 前 記 接 続 端 子 は 、 前 記 熱 圧 着 力 お よ び 前 記 か し め 力 が 前 記 固 定 力 よ り 弱 い こ と を 特 徴 と
す る 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 被 取 付 部 材 に 固 定 さ れ た 接 続 端 子 に 熱 圧 着 さ れ た 線 状 体 を 取 り 外 す 、 線 状 体 の 取 り 外 し
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 線 状 体 を 熱 圧 着 面 と 交 差 す る 方 向 に 引 き 剥 が す 工 程 が 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 、
線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 電 線 が か し め ら れ た ア ー ス 端 子 を 車 体 パ ネ ル に 固 定 し た 取 付 構 造 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 取 付 構 造 に お い て は 、 電 線 の 易 解 体 性 を 高 め る た め 、 接 続 端 子 に 破 断 溝
（ 易 破 壊 部 、 破 断 部 ） を 形 成 し て い た 。 そ し て 、 車 両 解 体 時 な ど に お い て は 、 接 続 端 子 を
破 断 溝 で 二 分 す る こ と に よ り 、 固 着 具 を 取 り 除 く こ と な く 電 線 を 車 体 パ ネ ル か ら 取 り 外 し
て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ８ ８ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ３ ６ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ れ で は 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ に 、 破 断 溝 の 形 成 に よ っ て 電 気 通 路 が 狭 く な り 、 そ の 断 面 積 に 反 比 例 し て 必 然 的 に
電 気 抵 抗 値 が 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 ２ に 、 主 に 破 断 溝 の 深 さ （ 残 り の 肉 厚 ） に よ っ て 破 断 力 が 決 定 さ れ る た め 、 接 続 端 子
の 破 断 力 を 低 く 設 定 す る と 、 製 造 上 ば ら つ き の 要 素 が 入 り や す く 、 量 産 品 に 適 用 す る の が
困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 課 題 を 解 決 す る こ と が 可 能 な 、 取 付 構 造 お よ び 線 状 体 の 取 り 外 し 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま ず 、 請 求 項 １ に 係 る 取 付 構 造 の 発 明 で は 、 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固
定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、 前 記 線 状 体 は 、 前 記
接 続 端 子 に 所 定 の 熱 圧 着 力 で 熱 圧 着 さ れ 、 前 記 接 続 端 子 は 、 前 記 熱 圧 着 力 が 前 記 固 定 力 よ
り 弱 い こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 取 付 構 造 の 発 明 で は 、 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固
定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、 前 記 線 状 体 は 、 前 記
接 続 端 子 に 所 定 の か し め 力 で か し め ら れ 、 前 記 接 続 端 子 は 、 前 記 か し め 力 が 前 記 固 定 力 よ
り 弱 い こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 取 付 構 造 の 発 明 で は 、 被 取 付 部 材 に 接 続 端 子 が 所 定 の 固 定 力 で 固
定 さ れ 、 こ の 接 続 端 子 に 線 状 体 が 取 り 付 け ら れ た 取 付 構 造 で あ っ て 、 前 記 線 状 体 は 、 前 記
接 続 端 子 に 、 所 定 の 熱 圧 着 力 で 熱 圧 着 さ れ る と と も に 、 所 定 の か し め 力 で か し め ら れ 、 前
記 接 続 端 子 は 、 前 記 熱 圧 着 力 お よ び 前 記 か し め 力 が 前 記 固 定 力 よ り 弱 い こ と を 特 徴 と す る
。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 発 明 で は 、 被 取 付 部 材 に 固 定 さ れ た 接 続
端 子 に 熱 圧 着 さ れ た 線 状 体 を 取 り 外 す 、 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 で あ っ て 、 前 記 線 状 体 を 熱
圧 着 面 と 交 差 す る 方 向 に 引 き 剥 が す 工 程 が 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ こ で 、 か し め 力 と は 、 接 続 端 子 （ ア ー ス 端 子 な ど ） が 線 状 体 （ 電 線 な ど ） を か し め て
い る 力 を 意 味 す る 。 ま た 、 熱 圧 着 力 と は 、 線 状 体 が 接 続 端 子 に 熱 圧 着 さ れ て い る 力 を 意 味
す る 。 さ ら に 、 固 定 力 と は 、 接 続 端 子 が 被 取 付 部 材 （ 車 体 パ ネ ル な ど ） に 固 定 さ れ て い る
力 を 意 味 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 接 続 端 子 （ ア ー ス 端 子 な ど ） が 固 着 具 （ ボ ル ト ・ ナ ッ ト な ど ） で 被 取
付 部 材 （ 車 体 パ ネ ル な ど ） に 固 定 さ れ て い て も 、 車 両 解 体 時 な ど に お い て 、 線 状 体 （ 電 線
な ど ） を 引 き 剥 が す こ と に よ り 、 固 着 具 を 取 り 除 く こ と な く 線 状 体 を 被 取 付 部 材 か ら 容 易
に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 接 続 端 子 に 破 断 溝 を 形 成 す る 必 要 が な い た め 、 通 電 時 に 電 気 抵 抗 値 が 上 昇 す る 事
態 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 線 状 体 の 取 り 外 し 力 を 低 く 設 定 す る に は 、 か し め 力 お よ び 熱 圧 着 力 を 弱 く す れ
ば よ い 。 し た が っ て 、 線 状 体 の 取 り 外 し 力 を 低 く 設 定 す る 場 合 で も 、 製 造 上 ば ら つ き の 要
素 が 入 り に く く 、 量 産 品 に 適 用 す る の が 容 易 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 形 態 ＞
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 す 取 付 構
造 の 平 面 図 、 図 ３ は 図 １ に 示 す 取 付 構 造 の 車 体 パ ネ ル の 斜 視 図 、 図 ４ は 図 １ に 示 す 取 付 構
造 の ア ー ス 端 子 の 平 面 図 、 図 ５ は 本 発 明 に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 １ 工 程 を 示 す 正
面 図 、 図 ６ は 本 発 明 に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 ２ 工 程 を 示 す 正 面 図 、 図 ７ は 本 発 明
に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 ３ 工 程 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 取 付 構 造 １ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 体 パ ネ ル （ 被 取 付 部 材 ） ２ を 備 え て い
る 。 車 体 パ ネ ル ２ に は ア ー ス 端 子 （ 接 続 端 子 ） ３ が ボ ル ト 締 結 お よ び 爪 係 合 に よ っ て 固 定
さ れ て お り 、 ア ー ス 端 子 ３ に は 電 線 （ 線 状 体 ） ７ が 熱 圧 着 お よ び か し め に よ っ て 取 り 付 け
ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 、 車 体 パ ネ ル ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 板 状 の パ ネ ル 本 体 ２ １ を 有 し て お り
、 パ ネ ル 本 体 ２ １ に は 、 円 形 の ボ ル ト 挿 通 孔 ２ ２ お よ び 長 方 形 の 端 子 係 合 孔 ２ ３ が 穿 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ア ー ス 端 子 ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 略 長 方 形 の 端 子 本 体 ３ １ を 有 し て お り 、 端
子 本 体 ３ １ の 中 央 部 に は 熱 圧 着 面 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 端 子 本 体 ３ １ の 一 端 （ 図
４ 左 端 ） に は 環 形 の 締 結 部 ３ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 締 結 部 ３ ３ の 中 心 部 に は 円 形 の 車 体 取
付 孔 ３ ４ が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 端 子 本 体 ３ １ の 他 端 （ 図 ４ 右 端 ） に は 車 体 固 定 爪 ３ ５
が 、 車 体 取 付 孔 ３ ４ 側 に 向 け て 斜 め 下 向 き に 階 段 状 に 切 り 起 こ さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 さ
ら に 、 端 子 本 体 ３ １ の 両 側 に は そ れ ぞ れ リ ブ ３ ６ 、 ３ ７ が 立 設 さ れ て お り 、 こ れ ら の リ ブ
３ ６ 、 ３ ７ に は そ れ ぞ れ 電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ が 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ の 近 傍 で 互 い に 端 子
本 体 ３ １ の 長 手 方 向 （ 図 ４ 左 右 方 向 ） に ず れ た 位 置 で 上 向 き に 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 ア ー ス 端 子 ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 体 取 付 孔 ３ ４ お よ び 車 体 パ
ネ ル ２ の ボ ル ト 挿 通 孔 ２ ２ に ボ ル ト ５ が 挿 通 さ れ 、 こ の ボ ル ト ５ に ナ ッ ト ６ が 螺 合 す る と
と も に 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ が 車 体 パ ネ ル ２ の 端 子 係 合 孔 ２ ３ に 引 っ 掛 け ら れ て 係 合 す る こ と
に よ り 、 車 体 パ ネ ル ２ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 電 線 ７ は 、 被 覆 部 ７ ａ が ア ー ス 端 子 ３ の
電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ に よ っ て か し め ら れ る と と も に 、 裸 線 の 熱 圧 着 部 ７ ｂ が ア ー ス 端
子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２ に 熱 圧 着 さ れ て 導 通 す る こ と に よ り 、 ア ー ス 端 子 ３ に 取 り 付 け ら れ て
い る 。 こ の 熱 圧 着 の 具 体 的 な 方 法 と し て は 、 例 え ば 特 開 平 ６ － １ ３ ２ ０ ４ １ 号 公 報 に 開 示
さ れ た 公 知 の 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 ア ー ス 端 子 ３ は 、 か し め 力 お よ び 熱 圧 着 力 が 固 定 力 よ り 弱 く 設 定 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 か し め 力 と は 、 ア ー ス 端 子 ３ が 電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ で 電 線 ７ を か し め て い る 力
を 意 味 す る 。 ま た 、 熱 圧 着 力 と は 、 電 線 ７ が ア ー ス 端 子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２ に 熱 圧 着 さ れ て
い る 力 を 意 味 す る 。 さ ら に 、 固 定 力 と は 、 ア ー ス 端 子 ３ が 車 体 固 定 爪 ３ ５ で 車 体 パ ネ ル ２
に 固 定 さ れ て い る 力 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 取 付 構 造 １ は 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る の で 、 車 両 解 体 時 や 電 線 ７ の 交 換 時 な ど に お い
て 、 電 線 ７ を 車 体 パ ネ ル ２ か ら 取 り 外 す 際 に は 、 次 の 手 順 に よ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま ず 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 線 ７ を ほ ぼ 直 角 に 折 り 曲 げ 、 ア ー ス 端 子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２
と 直 交 す る 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 引 き 剥 が す 。 す る と 、 ア ー ス 端 子 ３ に は 、 電 線 か し め 爪
３ ８ 、 ３ ９ に 矢 印 Ａ 方 向 の 力 が 作 用 す る と 同 時 に 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ に 逆 向 き の 力 が 作 用 す
る 。 こ の と き 、 ア ー ス 端 子 ３ は 、 上 述 し た と お り 、 か し め 力 が 固 定 力 よ り 弱 い の で 、 図 ６
に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ が 開 き 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ は 車 体 パ ネ ル ２ の
端 子 係 合 孔 ２ ３ に 係 合 し た ま ま と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ う し て ２ 本 の 電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ が 開 く と 、 今 度 は 電 線 ７ の 熱 圧 着 部 ７ ｂ に 矢 印
Ａ 方 向 の 引 張 力 が 加 わ る 。 す る と 、 ア ー ス 端 子 ３ に は 、 電 線 ７ に 引 っ 張 ら れ る 形 で 矢 印 Ａ
方 向 の 力 が 作 用 す る と 同 時 に 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ に 逆 向 き の 力 が 作 用 す る 。 こ の と き 、 ア ー
ス 端 子 ３ は 、 上 述 し た と お り 、 熱 圧 着 力 が 固 定 力 よ り 弱 い の で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 熱 圧
着 部 ７ ｂ が ア ー ス 端 子 ３ か ら 引 き 剥 が さ れ 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ は 車 体 パ ネ ル ２ の 端 子 係 合 孔
２ ３ に 係 合 し た ま ま と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 熱 圧 着 部 ７ ｂ は 矢 印 Ａ 方 向 、 つ ま り ア ー ス 端 子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２ と 直 交 す る 方 向
に 引 っ 張 ら れ る の で 、 熱 圧 着 部 ７ ｂ が 矢 印 Ｂ 方 向 、 つ ま り 熱 圧 着 面 ３ ２ と 平 行 な 方 向 に 引
っ 張 ら れ る 場 合 よ り 小 さ い 力 で 熱 圧 着 部 ７ ｂ を 引 き 剥 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-305362 A 2007.11.22



　 こ こ で 、 電 線 ７ の 取 り 外 し 作 業 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 取 付 構 造 １ は 電 線 ７ の 易 解 体 性 に 優 れ 、 ア ー ス 端 子 ３ を 車 体 パ ネ ル ２ に 取
り 付 け て い る ボ ル ト ５ お よ び ナ ッ ト ６ を 取 り 除 か な く て も 、 ま た 重 機 を 用 い な く て も 、 電
線 ７ を 車 体 パ ネ ル ２ か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か も 、 ア ー ス 端 子 ３ を 破 断 溝 で 二 分 す る 従 来 法 と 異 な り 、 電 線 ７ を 取 り 外 し て も ア ー
ス 端 子 ３ の 一 部 が 電 線 ７ に 付 随 し な い 。 し た が っ て 、 車 体 パ ネ ル ２ か ら 取 り 外 し た 電 線 ７
を そ の ま ま リ サ イ ク ル し て 再 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ア ー ス 端 子 ３ に 破 断 溝 を 形 成 す る 従 来 法 と 異 な り 、 ア ー ス 端 子 ３ に 電 気 通 路 を 狭
く す る 加 工 が 加 え ら れ て い な い の で 、 通 電 時 に 電 気 抵 抗 値 が 上 昇 す る 事 態 を 回 避 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 電 線 ７ の 取 り 外 し 力 を 低 く 設 定 す る に は 、 ア ー ス 端 子 ３ の か し め 力 お よ び 熱 圧
着 力 を 弱 く す れ ば よ い 。 し た が っ て 、 電 線 ７ の 取 り 外 し 力 を 低 く 設 定 す る 場 合 で も 、 製 造
上 ば ら つ き の 要 素 が 入 り に く く 、 量 産 品 に 適 用 す る の が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 形 態 ＞
　 図 ８ は 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る ア ー ス 端 子 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ を 車 体 取 付 孔 ３ ４ 側 に 向 け て 形 成 し た 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ の 向 き は 車 体 取 付 孔 ３ ４ 側 に 限 る わ け で は な い 。 例
え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 車 体 取 付 孔 ３ ４ と は 反 対 の 向 き に 車 体 固 定 爪 ３ ５ を 形 成 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 形 態 ＞
　 図 ９ は 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ア ー ス 端 子 を 示 す 図 で あ っ て 、
（ ａ ） は そ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は そ の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 車 体 固 定 爪 ３ ５ が 形 成 さ れ た ア ー ス 端 子 ３ を 用 い る 場 合 に
つ い て 説 明 し た が 、 ア ー ス 端 子 ３ に 車 体 固 定 爪 ３ ５ を 形 成 す る 代 わ り に 、 図 ９ に 示 す よ う
に 、 車 体 パ ネ ル ２ 側 に 端 子 固 定 爪 ２ ５ を 形 成 し て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 固 定 力 と は 、 ア
ー ス 端 子 ３ が 車 体 パ ネ ル ２ に 端 子 固 定 爪 ２ ５ で 固 定 さ れ て い る 力 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ そ の 他 の 実 施 形 態 ＞
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 電 線 ７ を 車 体 パ ネ ル ２ か ら 取 り 外 す 際 に 、 ア ー ス 端 子 ３ の
熱 圧 着 面 ３ ２ と 直 交 す る 方 向 に 電 線 ７ を 引 き 剥 が す 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 電 線 ７ は ア
ー ス 端 子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２ と 交 差 す る 方 向 に 引 き 剥 が せ ば よ く 、 電 線 ７ の 引 張 方 向 と ア ー
ス 端 子 ３ の 熱 圧 着 面 ３ ２ と は 必 ず し も ９ ０ ° で 交 差 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 電 線 ７ が 熱 圧 着 お よ び か し め に よ っ て ア ー ス 端 子 ３ に 取 り
付 け ら れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 電 線 ７ は 、 熱 圧 着 の み に よ っ て 取 り 付 け
ら れ て い て も よ く 、 か し め の み に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 車 体 パ ネ ル ２ に ア ー ス 端 子 ３ が 固 定 さ れ た 場 合 に つ い て 説
明 し た が 、 車 体 パ ネ ル ２ 以 外 の 被 取 付 部 材 （ 例 え ば 、 電 子 ユ ニ ッ ト の 箱 な ど ） に 本 発 明 を
適 用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 固 定 力 と は 、 ア ー ス 端 子 ３ が 車 体 固 定 爪 ３ ５ で 被 取 付
部 材 に 固 定 さ れ て い る 力 を 意 味 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 環 形 の 締 結 部 ３ ３ を 備 え た ア ー ス 端 子 ３ に つ い て 説 明 し た
が 、 フ ッ ク 形 、 フ ォ ー ク 形 の 締 結 部 ３ ３ を 備 え た ア ー ス 端 子 ３ に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も
で き る 。 さ ら に 、 こ れ ら の ア ー ス 端 子 ３ 以 外 の 接 続 端 子 （ 例 え ば 、 無 理 嵌 め 、 圧 入 等 で 締
結 す る も の な ど ） に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 か し め 力 と は 、 接 続
端 子 が 電 線 ７ を か し め て い る 力 を 意 味 す る 。 ま た 、 熱 圧 着 力 と は 、 電 線 ７ が 接 続 端 子 に 熱
圧 着 さ れ て い る 力 を 意 味 す る 。 さ ら に 、 固 定 力 と は 、 接 続 端 子 が 車 体 パ ネ ル ２ に 固 定 さ れ
て い る 力 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 電 線 ７ の 取 付 構 造 １ に つ い て 説 明 し た が 、 電 線 ７ 以 外 の 線
状 体 （ 例 え ば 、 Ｆ Ｆ Ｃ （ フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル ） 、 フ ラ ッ ト 電 線 そ の 他 い ろ い ろ
な 種 類 の 電 線 ） に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 か し め 力 と は 、 ア ー ス 端 子
３ が 電 線 か し め 爪 ３ ８ 、 ３ ９ で 線 状 体 を か し め て い る 力 を 意 味 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 、 航 空 機 、 電 車 、 製 造 プ ラ ン ト 、 電 化 製 品 、 Ｏ Ａ 機 器 な ど 各 種 の 産 業
分 野 に 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 取 付 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 取 付 構 造 の 車 体 パ ネ ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 取 付 構 造 の ア ー ス 端 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 １ 工 程 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 ２ 工 程 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 線 状 体 の 取 り 外 し 方 法 の 第 ３ 工 程 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る ア ー ス 端 子 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 取 付 構 造 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ア ー ス 端 子 を 示 す 図 で あ っ て 、
（ ａ ） は そ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は そ の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ … … 取 付 構 造
　 ２ … … 車 体 パ ネ ル （ 被 取 付 部 材 ）
　 ２ １ … … パ ネ ル 本 体
　 ２ ２ … … ボ ル ト 挿 通 孔
　 ２ ３ … … 端 子 係 合 孔
　 ２ ５ … … 端 子 固 定 爪
　 ３ … … ア ー ス 端 子 （ 接 続 端 子 ）
　 ３ １ … … 端 子 本 体
　 ３ ２ … … 熱 圧 着 面
　 ３ ３ … … 締 結 部
　 ３ ４ … … 車 体 取 付 孔
　 ３ ５ … … 車 体 固 定 爪
　 ３ ６ 、 ３ ７ … … リ ブ
　 ３ ８ 、 ３ ９ … … 電 線 か し め 爪
　 ５ … … ボ ル ト
　 ６ … … ナ ッ ト
　 ７ … … 電 線 （ 線 状 体 ）
　 ７ ａ … … 被 覆 部
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　 ７ ｂ … … 熱 圧 着 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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